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全体概要 
 
日本オラクル株式会社 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. Confidential – Oracle Restricted 2 

データベース・クラウドのために開発された 
初のオラクル・データベース 

Oracle Database 12c 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
12cの開発のコンセプトはクラウド　クラウドでデータベースに何が必要かを考えて、12cを開発しています... 　　　＜ですぐ次のスライド＞
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Oracle Database 12c R1 キーメッセージ 
CONSOLIDATING DATABASES ON CLOUD 

1. マルチテナント・アーキテクチャの採用 
  

データベース層でマルチテナントを実装することで、 
 統合をより高密度でシンプルに 

 
2. データベース・クラウドに必要な機能強化 

 

 自動データ管理・セキュリティ・高可用性の機能により運用負荷を軽減 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・アプリケーション層では無く、 OSや仮想化レイヤーではなく、データがあるデータベースのレイヤーでマルチテナントを実現する。・これによりクラウドのシステムの集約率を上げながら、かつシンプルにする。・その他にも、クラウドのシステムでは管理性や、可用性などが今まで以上に必要になって来ています。　そのため、１２ｃでもそういった基本的な機能も機能拡張をしています。　　
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データベース層でマルチテナントを実装するアドバンテージ 

1. リソースのオーバーヘッドが少ない 
 より高密度な統合をシンプルに実装し、リソース効率が向上する 
 

2. 運用管理の工数は大幅に削減 
複数のシステムを1個のデータベースとして管理する「manage many as one」 
パッチ適用、アップグレード、バックアップなどの運用業務をシンプル化 
 

3. 統合の負荷が少ない 
 アプリケーションからは統合後のデータベースは統合前と同じに見えるため変更が不要 
 

4. システム間の独立性を保つ 
データやユーザー・権限をシステムごとに分離、パッチ適用・アップグレード等での柔軟な選択肢 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一番の12cの目玉はマルチテナント・なんで、オラクルはデータベースでマルチテナントを実装したのか？・シンプル　 仮想化のレイヤーを挟むこと無いので、オーバーヘッドが無く、そしてトラブルシューティングもし易い。　アプリケーションの変更も必要なく、マルチテナントが構成できる。　移行のコストが少ない・管理が楽　マシンも仮想マシンも、OSも、そしてデータベースの数を増やすことなく、仮想データベースを多く構築できる。　何百というマシンやOS、データベースのパッチやセキュリティの管理をするのは難しい。　１つのマシンやOS、データベースであれば可能だと思います。・仮想的なデータベースは、ユーザーのデータや権限は完全に分離していて、仮想的なデータベース単位で移動やコピーができる。　アプリケーションから見れば独立したデータベースとして扱うことができるこのようにデータベースのレイヤーでマルチテナントを構成することで、シンプルにマルチテナントのシステムを構築できて、セキュリティや独立性を保ちながら、管理を楽にすることができます。



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. Confidential – Oracle Restricted 5 

データベース層でマルチテナントを実装するアドバンテージ 
 

データベースによるマルチテナントの実装 

Hypervisor 
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VM 

OS 

DB 

VM 

OS 

DB 

VM 
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VM 

OS 

 

DB 

仮想DB 仮想DB 仮想DB 仮想DB 

1. リソースのオーバーヘッドが少ない 

より高密度な統合をシンプルに実装し、リソース効率が向上する 
 

2. 運用管理の工数は大幅に削減 

複数のシステムを1個のデータベースとして管理する「manage many as one」 
パッチ適用、アップグレード、バックアップなどの運用業務をシンプル化 

サーバー仮想化によるマルチテナントの実装 
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データベース層でマルチテナントを実装するアドバンテージ 

アプリケーションによるマルチテナントの実装 データベースによるマルチテナントの実装 

App App App App 

OS 

 

DB 

仮想DB 仮想DB 仮想DB 仮想DB 

OS 

 

DB 

App App App App 

3. 統合の負荷が少ない 

アプリケーションからは統合後のデータベースは統合前と同じに見える 
4. システム間の独立性を保つ 

データやユーザー・権限をシステムごとに分離、パッチ適用・アップグレード等での柔軟な選択肢 
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Oracle Database 12c New Features 
 マルチテナント型のデータベース統合、クラウドに必要な可用性、運用の自動化を提供 

Cloud & 
Consolidation 

Information 
Lifecycle 

Management 

Security 

Cluster 

High 
Availability 

Multitenant Architecture 
DB内に仮想DBを複数持つ構成 

Heat Map 
データ利用頻度を目に見える形で
レポートする 

Data Redaction 
DBユーザ毎に動的マスキング 

Flex ASM 
ASMインスタンスとDBインスタンスを
分離して配置 

Far Sync (Data Guard) 
最小負荷でデータロスの無い災対
サイトを構築 

Automatic Data Optimization 
ポリシーベースでデータ運用を自動
化する 

Privilege Analysis 
特権ユーザの利用状況を分析レ
ポートとして発行する 

Flex Cluster 
オラクルの新しいクラスタウェア、
Hub&Spoke型のクラスタを構成 

Global Data Services 
複製サイトをまとめてサービス化し、
障害時の切替に負荷分散を適用 

In-Database Archiving 
DB内でデータをアーカイブと同等に
見せる 

Application Continuity 
DBがダウンした際、成功するまでトラ
ンザクションをリプレイする 

Consolidated Testing 
複数環境の合計負荷テスト 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
DB12cには500以上の新機能がありますが、その内の主な新機能について、ここに書いてあります。Cloud & Consolidation, Informaton......High Availability...各領域の代表的な機能を、簡単に紹介していきます。



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. Confidential – Oracle Restricted 8 

Cloud &Consolidation 

 １つのマルチテナント・コンテナ・データベース 

 １つのインスタンス 

 複数の仮想データベース（PDB : Pluggable Database） 

 １つの仮想データベース内に 
– 固有のディクショナリ（オブジェクト情報など） 

– 固有のユーザー / スキーマ 

– 固有のシノニム 

 

 

マルチテナント・アーキテクチャ : 
複数の仮想データベース間でデータベース・インスタンスとメモリー、プロセスを共有 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

システム・グローバル領域 

プロセス群 

 
 
 
 
 
 

PDB : ERP 

 
 
 

データファイル 

 
 
 
 
 
 

PDB: CRM 

 
 
 

データファイル 

 
 
 
 
 
 

PDB: DWH 

 
 
 

データファイル 

Oracle インスタンス 

コンテナ・データベース 

制御ファイル 

データファイル 

アーカイブREDOログファイル 

REDOログ・ファイル 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Cloud ＆ Consolidation は、 先ほども申し上げましたが、マルチテナントのアーキテクチャです。ここでは少し、アーキテクチャのコンセプトを紹介しますマルチテナント・アーキテクチャのキーは、１つのコンテナ・データベース、１つのインスタンスで、その中に複数の仮想データベースをもつというところ。それぞれの仮想データベースは、それぞれ自分のシステム表領域をもって、ユーザー情報や表の情報、シノニムや、いくつかの初期化パラメータの情報を含んでもっている。 それぞれの仮想DBに接続すると、まったく通常のDBとして見えて、ディクショナリも別々のもののように見える。だから、アプリケーションの変更をすることなく、移行できて、それぞれかの仮想DBはきちんと分離されてセキュア。必要な情報は仮想DBの中に全部含まれているので、移動やコピーも簡単。そして、データベース管理者から見ればコンテナ・データベースがデータベースです。複数の仮想DBがあっても、この一つのコンテナデータベースを管理すればいいんです。バックアップも１つのDB、セキュリティやパッチの管理も１つのDBを管理すれば良いので、管理の手間は大きく省けます。それから、もちろんマルチテナントのデータベースはRACやData Guardなどの機能と一緒に使えます。集約してリソースが少なくなればRACのノードを動的に追加していつでもリソースを確保できますし、Data Guardでまとめて可用性を担保することもできます。これは、データベースでマルチテナントを構成するメリットですし、Oracleならではの特徴だと思います。
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Cloud &Consolidation 

 個別に稼働しているシステムの実際の稼働状態をそれぞれ記録し、 
統合後の状態として合わせて再生することで負荷状況をシミュレート 

Consolidated Testing: 
システム統合後の稼働イメージを再生 

SALES 

HR 

ERP 

CRM 

  

個別サーバで運用されているシステム
の稼働イメージを個別に取得 

複数のイメージを重ねて再生 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、実際に統合しようとする場合には、どのくらい集約できるかを見積もると思います。普通は、CPUの使用率やI/O量などを足して見積もると思いますが、Oracleでは、実際に複数のデータベースの負荷を収集して、集約してテストすることができます。これによって、より確実に集約したときのデータベースの負荷を確認できます。
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Information Lifecycle Management 
 

Heat Map:  
セグメント、エクステント、ブロックのレベルで利用状況を監視 

シンプルなデータ・ライフサイクル管理 

Automatic Data Optimization: 
表に設定されたポリシーにしたがって、アクセス状況に応じてデータを自動配置 
 

ALTER TABLE sales  
ILM ADD CompressionPolicy  
COMPRESS Partitions for Query 
AFTER 90 days from creation; 

ALTER TABLE sales  
ILM ADD MovePolicy 
TIER Partitions TO ‘Archive_TBS’  
AFTER 180 days of no modification; 

Policy1:  
作成から90日後経ったら圧縮 

Policy2: 
180日以上変更がなければアーカイブ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、ILM、Information Lifecycle Managementの新機能です。データベースを統合しますと、データのサイズは増えてきますし、統合しなくてもデータベースのサイズは長い間運用すると、どうしてもサイズは大きくなることが多いと思います。そして、その中には、実際にはつかってい無いデータというのも多いと思います。こういったデータを圧縮すれば、ストレージは確実の大幅に減らせます。半分や場合によっては10分１に減らせます。ですが、とくにパッケージ・ソフトの場合や、いろんなアプリが載っている場合には、実際に使っていないデータを探すのは難しいと思います。そのためのDB12cの新機能がHeat MapやAutomatic Data Optimizationです。DB12cでは、どのデータが使用されているのかを確認できます。また、使っていないデータをポリシーに従って自動的に圧縮や移動できます。例えば1年以上使われていないデータは、圧縮する。ということが自動的にできます。これにより、安全に圧縮できて、運用のコストも減らせます。
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Security 

Data Redaction: 
アクセスするユーザーやアプリケーションに応じて、データを動的にマスク 

Soc. Sec. # 
115-69-3428 

DOB 
11/06/71 

PIN 
5623 

ポリシーを 
有効化して 
データを 
リダクション 

● コールセンタ 
業務に関係ない個人情報は参照させないた
め、社会保障番号やIDなどの情報は伏字に
してアプリケーションに表示 

● 給与担当者 
業務上必要となるので、全ての情報を
アプリケーションに表示 
 

コールセンタ 

給与担当者 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セキュリティはDB12cのもう一つの注目していただきたい分野です。マルチテナントでのセキュリティももちろんですが、以前からある監査機能のAuditも、パフォーマンスも向上して、ほぼパフォーマンスに影響なく監査できるようになっています。ここでは、新機能のData Redactionを紹介します。Data Redactionは、データをオンラインでデータベースでマスクする機能です。例えばクレジットカードの番号をxxxxxに変えてマスクするような機能です。これを、ユーザーやロール、権限、アプリなどによってデータをマスクできます。例えば、給与システムをSaaSで提供している様な場合、トラブルシューティングを行うコールセンターの人は、口座番号ですとか電話番号といったデータは、知る必要が無いです。そういった場合には、コールセンターのアプリやそのアプリのロールで接続した場合には、データをマスクして、実際にデータを表示しないということができます。それから、給与担当のように本当にデータを参照する必要が人にには、実データを見せることができます。アプリでこういうマスクを行っている場合は、直接データベースにつながれるとデータが見えてしまいますが、データベースでマスクすることで、どんな接続でも一貫してマスクをしてデータ守れます。しかも、このData Redactionはオンラインで、いつでもマスクを変更できます。例えばテスト用のアカウントを新たに作った場合や、分析用のアプリを追加した場合でも、すぐにマスクを適用できるというメリットがあります。
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Cluster 

Flex ASM: 
ストレージ・グリッドとデータベース・グリッドを分離することで可用性を向上 

ASM Cluster Pool of Storage 

Node2 Node3 Node5 Node4 Node1 

RAC Cluster 

ASM Cluster Pool of Storage 

ASM Instance 

Database Instance 

Node5 Node4 Node3 Node2 Node1 Node5 

RAC Cluster 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
クラスターは、オラクルがずーっと継続して開発しているエリアです。クラスターは、11gR2からGrid Infrastructureとなり、ストレージ管理機能のASMを含むようになりますた。ASM自体は、10gからあり、もう10年以上たつ機能ですが、11.1まではどちらかというとデータベースの機能で、データベースをインストールすると含まれる機能でした。それば、11gR2からはGrid Infrastructure、つまりクラスター側に含まれるようになりました。ですが、まだデータベースとの結びつきが強く、1対1の依存関係がありました。そしてDB12cでは、データベースとの1対1の依存関係が無くなりました。これによって、ASMに障害があってもクラスタ環境ではデータベースに影響しなくなり、パッチ適用なども影響しなくなります。なんでこういうことができるか？というと、ASMのインスタンス（プロセス）は、メタデータの管理しかしていなく、実際のI/Oはデータベースが直接ディスクに対してしているためです。ASMのインスタンスが落ちても、実際のI・Oには影響が無く、直接I/Oをしているので、非常にパフォーマンスが高いのです。
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High Availability 

同期転送による本番環境へのパフォーマンス影響を最小化 

Far Sync: 
災害対策サイトなどの遠隔スタンバイでゼロ・データロスを実現 

Far Sync インスタンス 本番環境 スタンバイ環境 

同期 非同期 

サイトA サイトB 

Far Sync インスタンスと呼ばれるログ転送専用インスタンスの導入 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つぎにHigh Availability、高可用性です。高可用性については２つ紹介したいと思います。１つ目は、Far Syncです。災害対策用のスタンバイ・データベースを構築するということは多いのではと思います。距離が遠い遠いところにスタンバイデータベースを構築する場合に、データ・ロスをゼロにしようと同期転送でデータ送ると、本番データベースのトランザクションに影響が出てしまうという問題があります。というのも、同期で送る場合にはスタンバイが受け取ったのを確認してから、データのコミットが終了するので、距離がのびればのびるほど、ネットワーク通信の時間がかかって、影響がでてしまうのです。もちろん非同期で転送すればパフォーマンスの影響は少ないですが、それではデータロスが発生する可能制があります。これを解決するのが、Far Syncです。距離が長い場合には、途中にデータ中継用のサーバーを立てます。本番データべースからは比較的距離の近いFar Syncサーバーまで同期転送で送り、遠いところには非同期でデータを転送します。また、データの圧縮などもFar Syncサーバー上で行って、本番データベースへの影響を最小限にします。もちろん、問題があった場合には、自動的にデータの転送が完了してから切り替わるので、管理者が手動で操作する必要はありまん。ちなみに、このFar Syncサーバーはログ転送だけのサーバーなので、非常に小さくてすみます。
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High Availability 

Global Data Service: 
レプリケーション・サイト間でのフェイルオーバーとロードバランシングを実装 

Global Data Services 

• 同じデータを持つ複数データベースをグループ化し、 
アクセスを最適化 
 

• ロードバランス 
• フェイルオーバー 

 
• アプリケーションの接続先は、Global Data Serviceが制御 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2つめの高可用性の機能は、Global Data Serviceです。マスターデータのように、複数の拠点で同じデータを持つことはあると思います。Global Data Serviceは、こういったレプリケーションされているデータベースをまとめて管理して、データのアクセスの最適化、例えばロードバランスやフェイルオーバーを行う機能です。例えば、日本とシンガポール、アメリカでデータのレプリケーションをしている場合、日本のアプリケーションは通常は自分と一番近い所にある日本のデータベースに自動的にアクセスします。そしてもし日本のデータベースの負荷がものすごく高くなった場合ですとか、障害が発生した場合には、自動的に次に近い、たとえばシンガポールのデータベースにアクセスする。そういうとことができます。この機能によって、レプリケーションされたデータにアクセスアプリケーションというのうは、つなぎ先をGlobal Data Serviceにするだけで、データのアクセスを最適化できるようになります。障害が発生した場合の設定変更などを人手でする必要なく、ものすごく簡単になると思います。それから、この機能はいろいろなレプリケーションのテクノロジーと組み合わせることができます。もちろんData Guardと組み合わせることもできますし、先ほどのFar Syncと組み合わせることもできます。それに、Golden Gateのようなレプリケーションと組み合わせることもできます。レプリケーションは良く行うことなので、この機能が役立つことは多いのかなと考えています。
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参考資料： 新オプションのライセンス要件 

 Oracle Multitenant 
 Oracle Database 12cでは下記3種類のデータベース構成が可能であり、それぞれに必要なライセンスが異なります 

 

  マルチテナント構成 
  1つのCDBに複数のPDBを持つ構成 （252個まで） 
  Oracle Database Enterprise Edition および Oracle Multitenant Option が必要になります 
   ※ そのため、8月20日まではこの構成は日本ではサポートされません（パートナー検証目的を除く） 

シングルテナント構成 
  1つのCDBに1つだけPDBを持つ構成 
  データベース標準機能であるため、全ての Edition で構成が可能 

Non-CDB構成 
 11gまでの従来型のデータベース構成、全てのEdition で構成が可能 
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参考資料：主要新機能のライセンス 

機能名 必要ライセンス 備考 

マルチテナント・アーキテクチャ Multitenant マルチテナント構成の場合のみ。シングルテナント構成は
各Editionの機能として利用可能。 

Heat Map Advanced Compression 

Automatic Data Optimization（自動データ最適化） Advanced Compression 

Data Redaction Advanced Security 

Privilege Analysis Database Vault 

Unified Auditing EE/SE/SE1 

Far Sync Active Data Guard Far Syncインスタンスは本番環境とは別筐体にインストー

ルする必要がありますが、そのために別途ライセンスを購
入する必要はありません 

Global Data Service Active Data Guard 

Application Continuity Active Data Guard 
Real Application Clusters 

構成に応じていずれかが必要 

Consolidated Testing Real Application Testing 
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